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九
日
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。
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九
回
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ふ
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刊
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十
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時
か
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、
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争
同
和
安
保
‐
心
砕
人
統
一
吏
’
一
を
問
き
、
四
１
　
心

べ
目
に
．
お
け
る
回
収
い
流
動
已
状
づ
｝
い
り
ひ
・
ら
き
、
弓
府
リ
バ
ｗ
川
忖
竺
り
没
落
哨
既
心
力
衷
を
Ｉ
裴
り
≒
・
笞
権
　
四

言
□
ド
回
鋲
レ
レ
ド
パ
に
回
牡
｝

▽
⊃
言
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几
言
一
ペ
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⊃
ぺ
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…
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へ
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凭
闘
突
ス
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エ
弓
’
．
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l
j
2
＆
1
1
代
衣
の
司
会
で
ど
争
を
桐
に
八
月
安
保
を
り
っ
こ
ご
を
が
日
比
谷
公
Ｍ
に
荷
い
た
隊
列
は
各
々

今
田
．
戻
岬
．
戸
．
石
（
や
に
昂
、
）
ご
保
・
即
祠
哭
り
．
包
、
四
一
六
月
に
む
け
≒
た
べ
弟
マ
ル
派
出
の
葱
章
‐
一
い
遊
に
総
．
砧
渠
公
を
持
り
に
が
、
Ｍ
Ｌ
、
反

≒
口
．
一
汀
り
て
．
ヅ
ぷ
ご
氏
）
に
、
四
　
丿
消
械
回
ｎ
叱
状
況
を
切
り
ひ
・
ぃ
き
’
す
る
こ
と
を
地
山
に
、
今
汽
統
一
匹
哨
学
μ
は
合
わ
せ
て
ｈ
白
人
い
隊
列
で
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ド
ハ
ロ
冲
邨
．
・
Ｔ
Ｉ
べ
9
1
い
づ
フ
既
成
斤
ｕ
を
．
赳
り
こ
え
る
以
を
ち
り
で
ｇ
を
絹
む
こ
こ
を
降
り
ｙ
‘
‐
烈
ツ
ケ
両
＆
、
Ｉ
ケ
関
門
か
ら
ｈ
相
官
邸
、
国

で
、
約
．
バ
ハ
斤
へ
か
仏
め
、
「
４
・
闘
い
ぬ
く
．
．
基
浦
応
し
、
シ
与
レ
ベ
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
公
へ
い
突
入
を
計
リ
た
が
、
完
悒
な
阻

2
8
呻
補
習
や
湧
利
・
万
保
万
障
・
ぺ
愁

畢
戸
ぷ
而
い
て

　
き
回
立
闘
・
い
災
公
べ
午
．
吃
．
．
ｊ

半
か
ら
り
な
わ
わ
、
国
学
ラ
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ご

乏
Ｌ
‥
八
ｖ
ｙ
イ
ノ
・
″
ふ
Ｊ
・
．
八
（
Ｍ

レ
ラ
・
ん
を
行
な
・
パ
に
あ
・
．
』
、
ィ
ン
ヱ
　
ー
方
、
革
マ
ル
限
は
同
八
時
ご
ろ
・
、

ド
私
４
７

ｙ
ｙ
ｙ
ｒ
六
同
り
勤
＆
で
泌
会
に
介
入
し
よ
・
つ
と
し
た
か
或
包

二
う
竺
応
に
移
’
へ
　
　
匹
阻
ｍ
に
凶
ぺ
国
立
Ｑ
伎
1
:
2
4

八
時
印
』
昌
枕
ご
図
守
は
、
ハ
ー
じ

Ｊ
阻
ｍ
に
ふ
り
Ｉ
、
国
立
Ｑ
伎
1
:
2
J

バ
ふ
一
．
リ
な
ー
‐
惣
こ

正
昂
前
に
、
隊
列
を
分
散
さ
せ
ら
れ

哀
詩
・
ふ
逗
会
の
あ
と
聊
敗
し
べ

丁
れ
に
先
だ
ち
、
大
学
・
広
政
夫
・

一
申
夫
人
代
々
木
寮
・
緊
稲
出
入
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μ
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乏
Ｌ
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．
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ヽ
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ボ
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放
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丈
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乙
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り
．
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ぐ
こ
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．
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Ｍ
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史
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．
‥
／
Ｔ
Ｉ
仙
ノ
ヅ
几
、
冲
測
ワ
・
’
』
Ｊ
・
自
記
に
農
兵
・
訟
．
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べ
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叱
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日
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け
た
厦
Ｍ
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第
五
副
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晦
の
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業
な
ど
に
匯
な
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ｋ
争
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申
で
桝
成
し
、
一
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第
六
明
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代
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い
、
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々
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へ
の
ス
テ
ヴ
プ
と
Ｉ
ぞ
政

向
的
緊
張
を
創
出
す
る
た
め
の
実
力
闘

争
を
組
ん
だ
か
、
阻
比
一
り
的
に
当
初

の
目
標
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
核

は
四
Ｌ
八
月
に
む
け
た
学
Ｍ
ゼ
ネ
ス
ト

を
提
起
し
、
岡
大
、
広
大
、
横
国
人
、

広
収
大
な
ど
数
校
で
ス
ト
権
を
確
立
し

た
か
、
こ
り
ほ
の
吸
力
扁
争
は
回
避
し

て
い
る
。
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一
な
お
、
事
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局
次
長
は
、
文
自
総
会

　
か
終
り
次
第
、
戈
自
か
ら
郎
出
さ
れ
る

事
で
、
現
任
は
空
席
に
な
っ
で
い
兄

　
Ａ
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三
十
九
年
六
月
、
そ
れ
ま
で
右
翼
的

に
私
物
叱
さ
れ
で
い
た
中
火
自
治
会
に

決
別
し
、
各
学
部
自
治
公
の
代
表
者
会

‘
誂
（
学
代
）
か
、
中
帆
制
移
行
へ
の
過

渡
則
な
も
の
と
し
て
軸
成
さ
れ
尽

　
当
時
、
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
の
肖

移
行
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
す
で
に

孝
代
制
移
行
以
来
、
六
年
間
が
た
と
う

と
し
て
い
る
．

　
学
代
制
か
行
な
わ
れ
て
き
た
・
い
闇

澄
動
は
き
Ｙ
Ｊ
に
任
ね
ら
れ
だ
形
で
厦

開
さ
れ
、
川
越
移
転
・
四
境
目
等
々
に

対
処
す
る
．
Ｆ
段
と
し
て
目
白
会
レ
ベ
ル

○
闘
争
か
組
μ
、
す
な
わ
ち
、
令
．
共
闘

蓮
動
か
各
学
部
に
よ
．
リ
て
肢
開
さ
れ

　
と
こ
ろ
か
、
図
４
陥
建
設
な
ど
に
も

理
わ
れ
た
よ
う
に
、
今
日
に
お
い
て
も

洋
大
の
帝
国
主
義
凶
。
再
編
は
、
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
況
下
で
、
自
治
会
レ

ペ
ル
り
闘
争
を
、
新
た
に
組
織
す
る
た

め
に
は
、
学
代
そ
り
も
り
を
中
核
制
に

移
行
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
部
の
池
絡
機

関
と
し
で
で
な
く
、
改
心
闘
争
を
も
闘

い
Ｉ
る
剛
ほ
の
中
核
に
拘
編
成
し
な
り

れ
ぱ
な
・
ら
な
い
だ
う
っ
。

　
文
・
社
・
経
・
済
に
ｋ
い
て
、
昨
・
申
、

法
学
部
の
総
会
で
中
軸
制
移
行
が
遥
認
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れ
る
が
、
又
．
’
．
ぷ
に
昌
．
り
大
口
一
円

哩
は
、
検
問
、
ロ
ご
↓
了
○
ト
体
制

な
ど
の
、
諸
般
の
困
返
な
い
べ
卜
に
お

か
れ
な
か
ら
勺
勺
‘
め
っ
れ
て
い

る
．

　
中
で
も
、
中
心
‥
・
申
循
・
３
．
鳶
科
自
治

会
０
再
建
が
、
ハ
リ
一
ズ
り
刀
堕
に

向
っ
て
悲
め
ら
れ
．
’
バ
で

　
が
、
そ
の
・
他
学
同
目
引
’
一
い
叫
已
は

新
入
生
の
歓
誘
が
墨
っ
縁
に
、
は
か
ど

ら
な
か
っ
た
こ
と
な
と
で
、
よ
う
や
く
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盲
れ
て
い
る
の
で
、
第
六
剛
学
代
幻
り
委
μ
会
か
、
ま
た
、
新
人
生
を
迎
’
そ

　
し
か
し
、
ク
ラ
ス
段
階
へ
○
叫
逃
が
一
動
で
中
執
削
へ
の
移
行
が
呉
体
叱
さ
れ
一
合
宿
な
ど
も
ド
な
わ
れ
で
い
る
べ
名

瞰
唸
さ
れ
な
か
っ
た
号
に
よ
り
、
れ
る
こ
と
は
、
ほ
ぱ
ま
違
い
な
い
。
一
学
科
・
自
治
会
と
も
新
入
生
。
の
組
ｋ
化
か

共
一
運
動
は
誠
一
明
に
形
骸
化
せ
ど
’
ご
当
面
の
緊
急
一
一
と
し
で
は
、
残
務

‘
遅
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
心
昌
な

を
り
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
一
処
迂
‐
、
お
よ
ひ
文
目
の
肖
ぱ
か
れ
け
士
い
よ
う
だ
・

文
運
集
会
に
介
入

　
サ
ー
ク
少
行
動
委
員
会

　
文
化
団
体
一
合
（
三
谷
。
り
一
良
）
は

九
日
午
後
一
同
か
ら
宍
一
二
謳
七
、

第
一
回
・
疋
例
文
迪
委
一
会
を
同
き
、
本

年
度
の
「
日
勤
万
針
廿
嘉
一
し
た
が

帖
一
の
で
な
い
ま
ま
、
ｎ
６
の
と
こ
ろ

流
回
と
な
っ
た
。

反
安
保
へ
の
行
動
提
起

　
(
Ｅ
ｙ
(
１
、
公
国
各
．
反
戦
は
、
清
水
谷
公
園
で
六
月
安
保
沢
戦
に
む
け
、
こ
り
大
政
治
集
Ｊ
で
女
保
粉
砕
・
旧
帝
打
叫
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確
認
し
、
そ

の
戦
略
り
て
￥
じ
・
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
略
粉
砕
か
で
ｌ
き
た
．
ご
ｔ
の
戦
術
と
し
て
麦
知
外
相
り
ジ
″
カ
ル
タ
公
議
出
席
阻
止
０
羽
田
現
地
Ｅ
争
か
あ
兄

そ
し
て
今
暁
の
闘
争
り
ス
ケ
ジ
ー
‐
ル
を
発
．
就
し
、
そ
の
闘
争
形
Ｉ
は
、
一
般
市
民
を
も
巻
き
こ
み
つ
つ
、
六
月
ト
句
段
階
で
全
凶
各
大
学
を
闘
争
拠
守
」

し
．
心
寂
し
、
々
回
応
へ
突
入
す
る
か
．
ぶ
え
で
．
宮
ご
£
カ
ン
斑
ソ
ア
間
題
は
単
な
る
米
奢
り
解
放
戦
線
ｗ
圧
と
い
う
り
み
な
ら
ず
、
ツ
ア
ヌ
ー
ク
り

ヴ
ー
ー
．
．
９
吸
辿
］
同
一
、
ナ
ン
．
ナ
リ
ズ
ム
ご
入
１
‐
１
？
汲
・
、
権
伺
奪
取
－
」
が
ｎ
い
に
複
雑
に
か
ら
み
あ
り
で
い
る
り
で
高
凡

　
4
.
1
j
Z
4
:
1
:
;
I｡
弟
に
昌
認
こ
、
ハ
‘
几
日
に
石
い
心
。
乙
政
む
ゼ
ネ
ス
ト
、
カ

目
丿
絞
凹
ツ
に
詞
売
『
け
昌
で
、
米
一
ン
ボ
ジ
乙
６
粉
砕
史
学
総
ほ
起
大
会

出
勾
カ
ン
ボ
ジ
ア
言
器
昌
・
９
和
惣
。
一
十
日
に
は
に
賊
、
べ
平
。
泡
を
郵
べ

椙
い
づ
カ
ル
式
芯
か
Ｉ
ぷ
？
昌

犬

今
ロ
一
斉
遥
。
池
雌
ム
ー
争
恬
墨
こ
て

ぃ
心
竺
笑
・
石
口
口
、
約
一
ト
Ａ
万
愁
い
兄
八
月
上
旬
‐
雌
感
官
九
回

ど

べ

リ
革
φ
ソ
ー
ス
方
レ
ー
に
に
入
『
現
今
・
に
こ
・
、
川
畑
ぺ
・
に
’
八
に
吋
に

氏
い
裕
．
匹
ド
Ｔ
≒
几
べ
小
に
イ
ン
ド
ソ
雪
害
？
・
．
乞
乙
・
’
．
侃

祠
‐
白
一
心
悩
‐
首
、
い
屁
．
に
．
匹
ぺ
俯
い
ぷ
ノ
ダ
．
ｗ
・
硲
に
、
１
｀
、
．
函

を
ド
ヅ
ぶ
に
・
に
一
言
７
ヽ
・
、
一
万
句
．
仁
一
九
．
‐
ぃ
‥
仙
示
石
べ
荊

宍
ヽ
ノ
足
元
リ
ク
フ
こ
』
」
れ
、
守
保
ｏ
・
心
・
‐
‐
宍
脳
昌
ハ
略

し
ご
ー
・
ふ
’
に
目
帽
ド
．
閃
．
‐
．
ツ
心
．
≒
宍
乙
ジ
応
訴
フ
匹
ャ

ウ
こ
言
萄
懸
応
兄
‥
．
じ
ご
ヅ
≒
乞
≒

ｙ
Ｊ
‐
’
Ｊ

- 一 一－ - -

闘
・
ぷ
ヅ
ノ
し
汀
漣
休
レ
諮
・
役
炭
仇

へ
ぐ
今
ふ
Ｑ
方
針
ヴ
≒
吋

　
矢
石
に
、
午
？
‐
ぅ
気
に
．
心
‐
べ
貼

付
、
ツ
コ
づ
こ
っ
ハ
‥
昆
．
こ
μ
ょ

で
デ
七
≒
．
講
し
た
．
？
ご
示
で
．
入

ッ
ゼ
尽
個
呵
ラ
バ
ー
．
．
．
吠
‐
Ｆ
パ
れ

勺　
一
べ
汚
心
．
汀
二
八
ｙ
ら
口

一
八
に
、
ド
討
口
に
・
冶
ご
回
・
兄
．
カ
比
、
ヅ
ご
．
・
．
・
７
．
べ
ー
司
ロ
ー
ブ
・
い

じ
．
て
二
ふ
≒
ご
］
ド
・
　
辺
公
言
≒
ご
宍
戸
．
り
抱
卵
か
丁
ペ
ー
こ
三
一
国
．
．
・
ニ
ー
ｙ
‐
一
八
’
、
Ｕ
似
し

≒
Ｊ
．
ご
ー
、
．
こ
・
‐
．
ｊ
Ｊ
．
ニ
、
‐
じ
．
竺
ぞ
．
汀
・
作
『
・
ご
、
ハ
Ｔ
口
『
‐
―
柚

し
二
Ｉ
ｙ
ム
・
ヅ
ご
・
百
八
…
…
一
…
…
・
‘
‥
・
Ｅ
・
．
、
・
Ｊ
、
二
目
に
亘
７
詞
』

れ
、
‐
で
Ｉ
ヽ
・
ご
ご
乙
ピ
ド
Ｕ
Ｊ
．
ご
・
犬
兄
・
ミ
ご
几
カ
で
．
・
．
ヘ
リ
ー
ー
べ
・
．
Ｔ
コ
づ

．
ブ
に
ヶ
へ
祀
ノ
、
『
・
…
…
Ｊ
、
ｙ
‐
心
ゝ
　
ヅ
Ｊ
只
八
斤
≒
刀
心
．
ジ
以
『
．
ヅ
り
．
で
．
．
よ
拍
こ
こ
に
駐
．
・
か
・
ド
．

ヅ
。
べ
。
。
八
‐
八
八
。
斤
づ
ノ
こ
。
ｊ
に
リ
ニ
’
・
谷
川
こ
八
、
一
３
れ
ご
．
ｙ
ｙ
八
八

－

一

ｔ
ｌ

・

・

・
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≒
に
．
．
へ
Ｊ
．
．
・
．
九
・
’
ハ
ー
　
√
．
　

‘
　
＝
一

見
’
。
・
：
’
Ｕ
こ
Ｉ

ｙ
１
１
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一
一
一
　
一
一
　
一
　
―
一

　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
　
ｔ
　
一

　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
・
’
一

‐
‐
．
　
　
　
　
・
一
一
・

・
ｆ
・
・
．
・
．
‘
’
一
・
’
万
　
’
八
白
．
．
｀
．

= ¬

　
’
　
　
一
　
　
　
一

　
　
　
　
　
・
．
．
土
・
．

‐ ‐
‐
‐

ノ
ノ
上
・
・
‐
‐
’
・
一
　

一

一 一

擾
辿
国
同
司
、
ナ
ヽ
こ
ナ
リ
ズ
、
大
凶

主
義
び
ら
絢
タ
発
す
倚

　
米
帝
は
ぺ
乖
ム
喊
争
早
副
糾
納
に

む
け
で
カ
ン
多
ア
ｇ
讐
い
必

放
賊
一
ま
鍼
り
だ
め
ジ
ィ
シ
こ
フ
ソ

々
‐
″
へ
侵
入
し
だ
。
し
か
し
ロ
ン
ｌ
ｎ
ノ

ル
ａ
映
り
挺
事
。
圓
に
む
け
心
弱
降
い
た

め
解
放
絨
細
￥
絨
の
み
な
・
り
ず
、
一
端

一 一 一 一

両
ｏ
ソ
巡
を
ぬ
い
で
、
渠
南
ア
ジ
ア
で

だ
鼠
勢
力
の
り
Ｉ
グ
ー
シ
．
ラ
を
握
ろ

う
と
し
で
い
る
と
も
受
け
現
る
こ
と
が

Ｍ
'
ｊ
ｙ
そ
り
政
策
・
ご
し
で
、
六
日

に
発
表
さ
れ
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
．
Ｆ
．
国
民
吹

追
白
瞑
吋
（
ペ
ン
・
ヌ
ー
ト
、
目
相
）
を

ク
ノ
ボ
ン
ア
・
４
一
回
［
公
的
改
悟
ぺ

い
ら
￥
く
ｙ
・
・
認
し
た
こ
ど
か
お
げ
・
ぃ
れ

承
認
し
た
ロ
ン
ー
ノ
ル
政
唯
唯
祷
り
古
叉

め
、
艮
剛
に
わ
ｔ
り
駐
哨
、
親
ど
援
て
乙
、
こ
Ｖ
・
ご
カ
ノ
ポ
ン
ア
Ｑ

閲
ツ
ぶ
ぶ
み
ら
れ
．
兄
．
載
は
百
人
を
、
日
帝
は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
心
中
包

と
し
て
、
Ｘ
所
は
契
約
、
公
Ｅ
ぶ
固
守
白
白
．
ツ
に
め
い
や
む
か
ス
な
い
挺
ビ

ｆ
る
．
傾
向
か
強
い
ご
つ
・
．
ぶ
り
・
″
ド
ミ
ノ
　
い
う
・
仙
写
り
沢
公
し
こ
心
、

痍
ｒ
に
非
常
な
・
足
ら
判
ふ
ら
り
こ
．
カ
ル
言
・
面
か
れ
る
フ
．
浴
ふ

ア
ぶ
∴
侵
統
び
写
記
燎
乙
や
≒
ご
ム
ー
、
銃
い
万
‐
Ｔ
・
ル
い
円
回
’
？

言
行
苫
と
ヽ
そ
れ
今
．
政
男
へ
蔓
い
白
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
。
Ｍ
Ａ
弓
リ
？
に
に
了

し
ヽ
よ
べ
心
或
渕
坪
田
．
ふ
．
一
・
ご
、
つ
ご
．
．
．
回
屈
か
宍
戸
．
ふ
ご
∴

銑
Ｖ
・
破
埓
４
、
朗
ぅ
．
言
な
…
…
一
．
‐
‘
.
1
1
.
.
l
x
"
X
Q
j
i
S
￥
t
r
S
:
4
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ｒ
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1
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j
‐
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ペ
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．
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言
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ゴ
４
Ｚ
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京
ジ
コ
ツ
犬
　
経
白
・
合
宿
開
く
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‐
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‐
‐
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g
…
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一
？
・
　
…
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１
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ハ
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－
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一
Ｉ
ツ
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一
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ぺ
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一
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…
…
…
…
－
こ
ド
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一
　
　
一
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Ｉ
’
″
’
ｔ
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一
Ｊ
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゛
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゛
゜
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Ｉ
ッ
疋
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□
ふ
刀
だ
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ポ
裕
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’
ら
　
‐
’
‐
ｙ
・
．
．
ぃ
　
・

･ 一 一 一 一

一
一

一
　
一
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一

体
育
祭

　
三
一
一
・
　
二
目
に

　
委
員
公
で
は
、
常
任
４
よ
り
拠
出
さ

れ
な
活
動
方
針
○
倆
盤
丿
陛
り
て
い
る

過
大
の
文
辿
の
運
動
、
と
り
わ
け
四
肩

目
闘
争
以
釆
の
文
泌
の
凶
勁
を
肖
ｋ
ち

密
に
総
括
す
る
必
要
性
か
火
研
・
砥
学

け
て
い
べ

　
そ
の
た
め
集
会
へ
旨
逗
が
呼
’
ぴ
か

け
ら
れ
た
四
月
三
十
日
り
応
本
ぷ
に

お
い
て
討
論
を
お
こ
な
っ
た
が
、
決
定

凶
な
相
違
の
ま
ま
一
口
の
・
集
会
を
む
か

多
数
決
’
え
、
実
力
行
使
を
剔
い
た
。

　
そ
の
恢
、
具
体
的
な
万
針
り
囚
容
○

・
討
４
に
な
っ
た
か
、
出
居
サ
ー
ク
ル
数

の
減
少
に
よ
り
、
委
叫
公
ど
し
で
の
成

立
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
再
度
の
開

能
を
暗
認
し
て
終
了
し
ぺ

　
こ
れ
に
光
だ
ち
、
一
口
正
午
か
ら
文

恵
サ
ー
ク
ル
行
動
委
Ｍ
会
（
邸
）
は
、

大
綱
忿
圓
で
同
か
れ
た
文
‥
密
雲
か
、

’
ハ
だ
め
、
集
会
に
介
人
し
ヘ

　
サ
ー
ク
ル
打
勁
委
・
（
準
）
は
、
ロ
ッ

ク
ア
ウ
ト
体
制
が
帝
に
主
祓
社
会
に
お

け
る
形
態
と
し
て
○
中
央
集
権
化
○
表

わ
れ
で
あ
り
、
総
一
本
か
駒
別
資
本
を

統
括
し
た
ほ
恥
で
り
・
回
答
し
ク
ア
ウ

　
も
、
そ
れ
か
サ
天
心
ら
勤
．
目
回
心

一
勤
へ
い
回
硲
、
ご
両
眼
・
こ
．
Ｑ
保
川
．

石
万
ら
そ
ゼ
．
坦
詰
・
一
し
で
位
圖
づ

　
ｊ
。
ト
ー
い
’
迄
・
に
’
・
ン
サ

ゾ
ノ
、
ブ
レ
言
二

－ 一 一 一 一

． ・ ． ． - | ・
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ｆ

一
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一

一

　

　

　

｛

　

一
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一 一

　
一
日
十
一
時
半
よ
り
サ
ー
ク
ル
行
励

委
（
哨
）
は
、
正
午
よ
り
の
常
任
委
掟

起
の
集
会
か
サ
ー
ク
ル
旨
勁
・
目
治
６

動
と
い
う
与
沈
ら
れ
た
権
利
の
拡
大
を

意
図
と
し
た
心
会
制
り
里
．
四
の
幻
想

い
０
で
、
学
生
な
ど
夕
。
－
う
と
μ
、
磯

村
路
線
な
ど
と
い
う
こ
と
は
心
外
で
あ

る
。
と
に
か
く
、
現
缶
の
・
と
こ
ろ
は
学

部
長
会
・
心
を
到
渠
し
て
教
学
０
独
ｊ
。
ヽ
一
を

は
か
っ
て
い
き
た
い
。

　
（
注
）
哨
座
記
吊
は
。
。
。
回
。

　
お
知
ら
せ

　
柘
所
司
？
、
．
―
、
｀
７
．
和
琴
ぺ
．
右
程

だ
新
入
生
を
刈
象
と
し
て
、
収
桐
丿
宍

を
笏
喩
し
て
お
り
ま
す
．
な
お
、
ぺ
公

室
は
き
楽
政
一
所
と
な
兄
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星鶏人景

べ
霖
新
化
学
用
語
辞
典

�改稿新版出来

愛
７
に
降
教
ぱ
Ｉ
数
ふ
叫
ぷ
辞
典
を
映
濠
し
て
い
る
高
名
’
｀
著
者
が
、
2
0
年
に
わ
た

５
￥
４
‘
ｚ
ｊ
ｇ
　
６
Ｇ
ｋ
話
川
八
７
き
栄
辞
典
を
殿
新
資
料
に
よ
り
全
頁
跨
改

め
改
稿
新
l
i
j
｡
2
‐
Q
‘

S
a
a
4
S
1
1
1
1
1
‘

M
〇
〇
堵
を
英
↓
和
／
和
↓
芙
に
配
列
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．
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啖
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二
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で
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．
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ト
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内
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は
改
り
ど
お
り
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六
陥
年
吸
．
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刺
り
浬
勁
は
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呻
禰
解
放
ｉ
革
命
政
回
旋
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は
、
抑

聞
所
後
闘
争
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こ
ア
ジ
ア
０
革
命
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ｏ
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件
り
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で
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米
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国
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則
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ロ
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戦
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築
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障
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縄

解
放
闘
争
に
よ
っ
て
池
め
ら
れ
る
。

（
こ
う
し
た
な
？
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、

百
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
り
「
ア
イ
ル

‐‐ ‐
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Ｑ
解
、
レ
ー

一一

プ
ｕ
レ
タ
ー
リ
ア
国
瑞
一
義
り
原
則
を
堅

芦
し
な
け
れ
は
な
・
り
な
い
。
こ
り
Ｍ
則

に
従
っ
て
渚
党
派
の
泥
泥
ご
憲
禁
行

ら
破
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
十
一
月
決
戦
り
教
糾
は
、
「
党
１
￥

Ｉ
統
一
戦
睨
」
の
革
命
戦
略
を
通
し
た

人
民
大
衆
の
階
級
形
Ｍ
、
党
を
Ｉ
い
と

る
た
め
０
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に
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申
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な
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。
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０
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も
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独
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ｙ
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．
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．
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０
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．
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．
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潟
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々
保
闘
争
と
し

拝
倒
闘
争
り
過
渡
に
あ
り
、
・
萍
じ
く

そ
の
事
は
反
帝
械
ヤ
り
ざ
Ｉ
設
か
・
心
０
．
要

で
あ
兄
咄
回
忌
‐
１
１
一
如
幻
想
」
し
で
党

り
、
氏
児
平
結
ぺ
じ
、
円
．
武
や
」
円
’
禰

を
通
し

ヽ
４
Ｍ
い
泌
匹
‥
ら
海
り
し
心
行

の
闘
い
は
、
慢
略
反
弟
命
軍
丿
体
系
解

体
の
・
闘
い
は
日
本
列
倣
の
太
平
洋
ベ
ル

ト
地
帯
か
ら
沖
鞠
に
至
る
要
と
し
で
り

・
．
リ
バ
ー
　
・
‐
ド
／
－
ご
几
闘
い
・
‥
一
よ
『
‥
八
ｒ
ｎ
．
ツ

．
ご
．
’
・
万
万
八
．
に
い
∴
　
紆
、
こ
宍
回
．
ｒ
・
□
じ
’
‐
出
現
し
、

市
男
ス
ト
ヘ
こ
屁
し
て
き
べ
こ
り
ぷ
と
し
で
り
登
踊
が
、
要
求
ご
れ
て
い
ご
ｐ
接
圖
契
吸
と
レ
で
華
南
戦
争
○
条
件

闘
や
い
経
肺
八
尾
も
わ
か
る
通
り
燃
兄
こ
○
た
め
に
、
国
内
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
不
断
に
形
成
し
で
い
鮑
ベ
ト
ナ
ム

″
は
、
米
吉
治
い
儒
人
に
対
匹
り
小
町
占
ｏ
間
徊
で
あ
り
ぷ
日
朝
盲
命
７
は
、
素
内
湾
夷
人
蜃

・一一一一一一

一一一一

ご
秩
序
派
へ
り
移
’
早
ぷ
め
し
て
い
る
八
Ｌ
的
Ｆ
齢
影
怖
訟
い
に
拓
い
過
程

谷
し
て
昨
年
り
池
準
の
結
果
を
り
Ｉ
’
．
’
？
こ
そ
新
た
な
ｎ
に
お
い
｀
ゐ
大
衆
と
り

一
が
故
に
、
大
衆
の
λ
会
政
冶
へ
の
不
と
結
合
を
拠
む
し
う
Ｉ
Ｊ
も
い
で
あ
突
き

- - 一 一 －

ミブンド

型
。
６
機
か
回
帰
し
つ
り
高
・
？
に
分
析
し

て
い
兄

　
さ
ら
に
、
昨
生
ム
月
決
戦
か
、
口

帝
○
政
治
路
線
の
不
口
政
、
日
帝
０
本

島
・
明
危
隋
へ
の
突
入
、
攻
撃
い
激
化
、

日
本
階
級
闘
争
０
飛
陵
（
圧
倒
的
階
級

形
成
）
な
ど
か
ら
、
哨
利
的
匯
開
を
阪

し
た
と
マ
ル
学
同
、
申
児
隋
関
紙
（
申

核
）
で
畠
っ
て
い
兄

　
し
か
る
に
、
日
米
ア
ジ
ア
侵
略
体
制

へ
り
反
動
的
武
装
の
展
開
に
対
し
、
一

設
的
な
状
勢
の
感
傷
過
程
へ
の
突
入
を

持
っ
て
、
人
民
の
怒
り
を
、
明
確
な
敵

で
あ
る
日
帝
の
Ｓ
点
へ
○
教
底
的
攻
撃

と
し
、
死
力
を
つ
く
し
て
圓
う
こ
と
が

明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
現
在
、
米
帝
の
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
り
巻
き
返
し
的
侵
略
・
の
・
拡
大
と
し

て
全
イ
ン
ド
シ
ナ
は
激
動
の
申
に
あ
り

外
貨
導
入
を
基
吸
に
し
た
朝
鮮
の
経
済

的
危
機
な
ど
か
ら
、
ア
ジ
ア
を
Ｍ
気

配
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
根
拠
地
と
し
、

全
世
外
０
破
局
○
認
汲
０
も
と
に
、
日

本
革
命
を
持
っ
て
、
世
界
革
命
を
成
就

さ
せ
る
時
刻
と
し
で
、
7
0
年
代
随
或
闘

争
を
位
一
づ
け
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
○
よ
う
な
世
界
の
状

勢
と
、
日
本
り
ａ
揚
的
状
勢
り
申
に

あ
っ
で
、
革
南
党
の
建
設
に
よ
り
、
大

衆
の
階
級
形
成
を
は
か
り
、
六
月
決
戦

を
Ｉ
い
抜
く
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い

‐
’
Ｊ
Ｑ

中 核

　
さ
ら
に
沖
萄
。
返
芦
・
に
、
日
限
ア
ジ
ア

浸
略
体
制
構
恐
に
一
回
け
た
返
還
心
し
て

あ
一
丿
以
に
、
戈
‐
こ
回
地
化
反
対
、
本

土
阿
り
、
嘱
仙
？
で
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
ｏ
ヤ
に
闘
い
呪
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
リ
起
し
、
４
・
Ｊ
伸
如
怜
Ｓ
闘
争

ｌ
ｒ
．
国
ゼ
ネ
ス
ト
、
弔
。
図
＆
学
闘
争

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
粉
砕
一
り
で
、
顎
牢
代

を
内
亀
岡
叱
岡
ｏ
永
戻
回
ｎ
へ
と
突

き
上
げ
、
４
・
Ｊ
伸
一
外
還
闘
争
を
、

革
命
的
惣
昌
う
ら
に
り
戻
り
、
六

月
々
保
決
戦
を
、
Ｄ
。
り
官
命
○
決
起

の
申
で
、
革
涜
昌
指
。

『
・
好
の
も
と
に
勝

利
し
で
い
く
こ
こ
か
諸
ら
れ
で
い
ま

す
。

　
ま
さ
に
同
月
叩
ら
、
八
月
ま
で
を
党

建
般
に
向
け
た
非
安
陥
哨
闘
い
を
展
開

す
る
と
い
う
意
識
一
足
践
ふ
』
’
持
っ
て
、

闘
い
抜
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
で
い
る
。

　
党
と
し
て
り
同
体
的
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
は
、
職
場
に
中
核
派
０
指
４
ぷ
を
送

り
込
み
べ
職
場
に
お
□
る
階
吸
分
化
を

は
か
り
、
出
揃
ス
ト
を
ほ
徽
す
る
こ
と

か
ら
、
階
級
分
化
さ
れ
に
部
分
を
、
再

度
、
明
確
に
組
織
化
し
、
中
核
派
○
も

と
に
組
喊
し
で
い
く
こ
こ
あ
る
ら
し

い
。

　
４
ふ
沖
縄
奪
還
一
争
は
、
４
・
2
8

沖
縄
デ
ー
に
よ
り
決
定
的
突
破
□
を
切

り
開
き
、
ニ
ケ
月
閤
り
辿
糾
明
激
動
へ

突
き
進
み
、
圧
倒
的
昌
心
制
圧
の
も
と

に
六
月
安
保
へ
突
へ
し
よ
う
と
し
す
る

厚
針
で
あ
る
。

　
な
ね
、
広
島
目
ご
嘱
国
杞
、
汰
・
以
大

な
ど
ｔ
国
各
大
学
で
ス
ト
極
作
・
礦
立
さ

れ
、
大
学
を
目
角
月
倒
、
々
保
和
砕
０

砦
と
し
、
六
月
吸
気
へ
回
乙
闘
い
が

展
開
さ
れ
て
い
。
、
心
。

入
代
印
団
．
お
り
賢
を
先
き
現
り
に
圖
い
一
く
讐
員
と
・
ぶ
弱
こ
細
紋
し
．
兄

か
退
め
ら
れ
ム
汚
で
あ
り
、
新
五
い
く
こ
ふ
ぃ
わ
れ
・
‘
Ｊ
ツ
あ
・
・
ｊ

な
Ｉ
．
リ
１
同
ｗ
ｏ
裁
り
に
向
け
浙
吸
り
二
ら
し
く
池
人
民
い
武
装
い
州
践
叱
い
伺

□
削
茫
に
宛
べ
う
釦
ヅ
咄
ｏ
岨
讐
か
・
し
で
り
回
し
兄
い
昌
で
あ
り
、

他社と比べて違う点があるかもしれません

●人間味のある人材を求めます

　私たちが車を買うとしたら、強引なセール

スマンよりも人間味のある誠実なセールスマ

ンに引かれます。当社の求める人材もまさに

この人材です。

一一-一一日産プリンス東京販売のユニーク

さは、会社を訪ねてヽあなたの実感､と

してとらえてくださいｰ一一

｜

昭和43年６月１日

20億円

2500名

ll　立

資本全

従業貧

●能力主義が生かされています

　昇進するチャンスが聞かれています。密雲

マンとしての経験は、将来管理職につくため

の重要な要素です。販売を知らずに、販売会

社を経営することはできないからです。当社

は、あなたは友人のだれよりも早く管理職に

つくことができます。

●日産プリンスの近代的販売方法

　足に頼る販売の時代はとうに過ぎました。

科学的なマーケティング方式をとり、ムダの

ない営業活動を行なっています。新車の登録

や廃車、移転などの情報はカードにファイル

され｡、担当の事務部門が専門的に扱っており

営業担当者が、必要以上の労力を奪われるこ

とはありません。

東京都港区Ξ1田3-5-28〒108

総務部人事課塩瀬康雄

TEL(03)453－1571(大代喪)

●日産ブリンスは人材を大切にしています

　カーセールスはチームプレーです。ベテラ

ン、中堅、新人とそれぞれ経験年数を異にす

る営業マンがチームを組み、目標に向かって

努力するのが方針。好調な時、スランプの時

いつでもあなたとともに喜びともに悩む仲間、

上司がいるのです。

－

ｉ

－

命Ｂ斎:lりza東郷駈甕技式郷社
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中
枢
へ
宍
に
壮
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ふ
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け
’
‐
．
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に
．
に
が
’
い
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四
方
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ム
．
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≒
リ
ビ
ヅ
ぶ
士
ジ
に
は
、
又
‐
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万
万
、
’
・
・
ノ
．
戦
士
し
ぐ
れ
Ｉ
々
．
以
ぐ
但
？
昌
と
し
．
』
ｙ
ｍ
し
で
い
．
光
一
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｆ
Ｊ
し
で
田
Ｒ
ｋ
心
．
し
か

八
叱
同
心
中
枢
へ
宍
に
に
・
・
・
ふ
≒
こ
い
μ
は
汀
い
ソ
石
、
南
例
鮮
・
し
、
こ
記
聚
ほ
政
則
に
お
け
る
革
命

二
号
い
∵
?
.
y
　
　
　
　
　
j
R
4
1
g
Z
y

Q
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ぷ
涵
筒
に
一
勺
収
北
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っ
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、
ア
ジ
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流
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れ
産
し
で
い
っ
た
．
さ
ら
に
一
九
二
〇
手

一
心
の
持
賢
い
条
際
が
高
石
が
、
そ
こ
・
．
Ｑ
略
Ｑ
革
命
軍
事
体
系
－
吸
蛸
陳
七
ン
．
に
小
包
円
６
？
決
答
こ
し
．
’
晶
頑
こ
い
目
は
そ
い
日
常
囚
Ｊ
｀
Ｒ
６
り
り
峠
Ｊ

に
お
．
ス
・
詣
駝
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Ｊ
λ
．
柾
り
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Ｏ
結
合
粕
と
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で
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極
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ぃ
．
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Ｉ
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ぺ
り
に
な
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七
い
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と
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２
も
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と
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哨
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応
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に
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脱
脚
す
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遠
く
ま
で
い
く
ん
だ
９
公
胞
は
い

い
い
の
だ
が
、
発
想
と
し
て
ｏ
誤
謬
は

な
い
○
だ
う
っ
司
今
回
は
、
艮
ら
か

吻
嘔
に
口
に
す
る
防
政
一
や
伺
・
ｙ
昧
６

穴
め
て
太
眠
の
哺
’
一
動
、
心
総
払
い
申
な
り

捜
グ
大
兄
（
編
集
局
・
企
一
部
）

　
　
　
　
　
　
　
ら
齢

は
な
・
に
べ
兄

同
心
ｙ
れ
だ
。
ド
ー
が
四

闘
い
い
吸
の
ｍ
り

堕
胎
が
？
む
ち
の
・

そ
れ
は
死
政
せ
。
穴
ふ
ぺ
い
ひ

６
っ
ぱ
ら
朗
心
的
な
吋
ご
男
か

一
昌
男
穴
ｏ
に
崎
り
ｏ
樋
り
汲
・
・

　
雙
ら
は
、
闘
い
刀
回
を
址
四
】
一
往

声
四
目
然
梵
唄
黙
‐
．
昌
．
づ
に
分
け
．
完

そ
し
て
、
目
前
０
諸
々
の
．
圧
月
へ
０
．
院

倦
を
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
浬
咄
し

っ
つ
も
・
自
然
発
ン
ｙ
・
硲
匈
そ
し
て

．
圧
迫
感
い
パ
ｙ
・
、
μ
す
元
号
一
き
、

つ
ま
り
以
自
今
Ｕ
に
き
に
目
的
劈
Ｊ

＆
Q
4
j

;
y
;
j
．
ご
阿
孚
る
ゴ
」
れ

は
、
ａ
？
的
り
紹
に
す
る
に
は
、
あ
ま

り
に
し
不
充
分
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
．
も
ビ
．
ｑ
、
４
同
に
い
り
っ
．
僕
ら

は
、
癒
一
子
る
Ｌ
・
し
な
い
と
に
屑
ら

ず
、
￥
史
０
全
凝
作
ｉ
程
を
む
お
っ
て

い
５
．
そ
し
・
・
’
し
マ
ル
ク
ス
以
支
い
史
的

唯
惣
ｉ
．
構
９
Ｊ
ｙ

ａ
Ｊ
ｒ
‐
Ｊ
８
ｍ

分
表
現
行
為
を
剖
の
白
山
性
と
規
定

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
迫
に
そ

れ
ら
を
目
昭
廼
凛
へ
と
転
化
ぐ
る
印
業

は
、
政
治
い
い
勺
脱
で
は
な
い
の
か
。

　
学
折
運
一
剣
ｏ
地
千
し
て
、
反
帝
イ

行
為
な
の
だ
。
そ
し
て
、
と
り
も
な
お

さ
ず
帝
国
主
義
支
配
構
造
は
、
そ
れ
ら

の
逃
避
行
為
茜
の
七
に
、
強
固
な
私
的

所
有
の
概
念
老
削
隋
し
つ
つ
・
も
・
一
叱
曹
さ

せ
て
い
る
。

デ
オ
ロ
ギ
ー
統
一
慨
り
で
低
約
し
で
Ｉ
統
て
・
か
残
灯
を
第
一
義
に
一
心
僕

・
で
ぅ
「
～
新
４
渠
ぶ
は
こ
り
わ
口
現
足
は
一
休
な
ん
だ
う
フ
、
目
前
の
状
況

圧
の
目
．
哨
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
刈
限
し

な
く
ぺ
回
ら
ず
、
玩
衆
白
肖
ま
ぶ
ｏ
・

こ
哭
弧
回
£
は
、
こ
う
し
忿
イ
デ

オ
ロ
ギ
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割
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ふ
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、
は
じ
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可
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で
あ
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い
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擢
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説
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す
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な
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昨
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へ
○
ラ
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ィ
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ズ
ム

ー
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こ
ど
だ
ろ
う
・
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し
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し
、
こ
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は
ヽ
そ
わ
タ
大
学
ｏ
位
や
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こ
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ヘ
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転
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し
て
い
゜
仁
俣
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が
踏
土
れ
ら
の
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で
目
・
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の
回
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プ
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Ｆ
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０
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．
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Ｍ
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瀾
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尨
や
Ｉ
Ｑ
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司
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．
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．
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ず
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強力な推進力が必要だからです。

十字屋は新しい火を求めて|，
り･ルチェーンを確立するために、
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国税専門官採用試験
　　　(大学卒程度)

こ
ん
な
あ
な
た
ｙ
欲
し
い

法律、経済、商学など、あなたが学んだ知識がフ〃

に活用できる、生き甲斐のあＳ仕事です。この、国

家にとぅて、私たちにとぅて重要な仕事＝税務で、

あなたの実力を発揮しでくださtヽ｡

道路・港湾の整備、教育・科学技術の振興、壮金屎

陳の充実。これらを実現し、私たちの生活を豊かに

しているのが、国民の税金です。税務の仕事は、国

の繁栄とｍ民生活の安定向上を支えるきわめて重要

な仕事です。豊かな教養と高度の知為が必要とされ

庁
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